
北広島市長

上野正 様

平成26年1月23日付け北広総務第138号にて諮問のあった下記の公文

書非公開決定処分について、北広島市情報公開・個人情報保護審査会条例第3

条第1項第1号の規定による調査審議の結果、別紙のとおり答申します

公文書非公開決定処分に係る答申について

答申第

平成 2 6年3月

北広島市情報公開・個人情報保護審査

会長尾崎英

1 対象公文書

平成25年度の市庁舎の清掃業務委託、 備業務委託の予定価格及び積算内

2 処分内容

平成25年11月19日付け公文書非公開決定

号

9日

3 不服申立年月日

平成25年11月 22日

記

4 不服申立書受理年月日

平成25年11月22日

応島市楯
'公閉個人
'、,・叛保護審
査会長之印
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訳

2
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諮問第2号

第1 審査会の結論

実施機関である北広島市長が平成25年11月19日付け北広総務第106

号で行った処分は妥当である

第2 異議申立ての経緯

異議申立人は、北広島市情報公開条例(以下「条例」という)第9条に基づ

き、平成25年11月5日、平成25年度の市庁舎の清掃業務委託及び備業

務委託に係る予定価格及ぴ積算内訳(以下「本件公文書」という。)を実施機関

に公開請求した。

実施機関は、本件公文書は条例第6条第1項第5号に該当するものとして非

公開と判断し、平成25年11月19日付け北広総務第106号公文書非公開

決定通知により、異議申立人に通知した。

異議申立人は、行政不服審査法第6条第1号の規定に基づき、平成25年1

1月22日、実施機関に対して本件公文書の非公開処分を不服とする異議申立

てを行った。

実施機関は、条例第17条の規定に基づき、平成26年1月23日付け北広

総務第138号公文書公開審査諮問書により、北広島市情報公開・個人情報保

護審査会に諮問した。

申

第3 異議申立ての趣旨

異議申立ては、「請求に係る公文書の非公開とした処分を取り消し、対象文書

の公開を求める」というものである

第4 異議申立人の主張要旨

当該委託業務契約は3年間の長期継続契約であり、契約期間中に業務に要す

る物品価格や、費用の大半を占める労務費も変わることから、平成25年度の

予定価格及び積算内訳を公開しても平成28年度の予定価格が類推されるとは

言えず、将来の同種の事務事業の円滑な執行に著しい支障が生ずると認められ

るような状態ではない。従って、本件公文書を非公開とすべき理由がない。

また、これら業務の契約金額は逓減していることから、予定価格自体が逓減

していることが疑われる。

第5 実施機関の説明要旨

この度の異議申立てに係る委託業務は、反復して継続される施設の清掃業務

答



及び施設の備業務であり、施設の規模や業務の内容等、仕様に大きな変更が

ないことから、予定価格が公開されると次回以降の予定価格が容易に類推され

る

予定価格が類推された場合、その価格が目安となって入札における競争が制

限され、契約金額が高止まりになる二と、業者の見積もり努力を損なわせるこ

となどの支障が生ずるおそれがある

以上のことから、予定価格の公開により事務事業の公正な運営に著しい支障

が生じるとともに、当該事業の目的が失われることになるため、本件公文書は

条例第6条第1項第5号に該当する情報として公開しないものである

第6 審査会の判断理由

1 基本的考え方

市が保有する情報は公開することを原則としており、例外として非公開とす

る情報は条例第6条第1項各号に掲げる項目に限定されている。このため、本

審査会においては、本件公文書がこれらの項目に該当するかを判断する

方、本件は委託業務契約の予定価格等の非公開決定に対する異議申立てで

あるが、同様の異議申立てに対して平成18年8月29日に北広島市情報公開

審査会が、また平成22年7月14日に本審査会がそれぞれ答申を行っている

ため、これら先例答申の内容を基に判断を行う必要がある。

従って、本審査会は異議申立人の主張及び実施機関の説明に基づき、先例答

申からの状況変化の有無について検討、審査した

2 具体的な判断及び理由

(1)本件公文書の内容及び性格について

本件公文書は、実施機関が清掃業務委託等を発注する際の予定価格が記載さ

れた書面である

予定価格は契約金額の上限額を定めたものであり、これを基準とした競争の

実施により公正性を確保しようとするものである

(2)長期継続契約における本件公文書公開の影響について

異議申立人は、長期継続契約においては公開された予定価格から将来の契約

の予定価格は類推できないため、将来の同種の事務事業の円滑な執行に支障は

生じず、非公開とすべき理由がない旨、主張する。

この論点については先例答申の中で、たとえ長期継続契約であっても、継続

又は反復して行われる業務であって、その業務内容に大きな変化がないもので

あれば、条例第6条第1項第5号に該当するものと判断している。先例答申か

ら現在までの状況の変化や時代的背景、本件について考慮すべき固有の事情の

有無などについて慎重に審議を行ったが、判断を見直すべき理由は見当たらな



(3)その他の主張について

異議申立人は、契約金額が逓減していることから、予定価格も逓減している

疑いがあると主張するが、これについては先例答申にも示しているとおり、契

約金額の推移をもって予定価格の推移を類推することはできない。

また、異議申立人は受注業者が雇用する労働者の労働条件改善のために予定

価格及び積算価格の公開が必要であるとも主張するが、本公開請求が申立人の

主張に追随するものとは認められ難い



北広島市長

上野正 様

平成26年1月23日付け北広士木第321号にて諮問のあった下記の公文

書非公開決定処分について、北広島市情報公開・個人情報保護審査会条例第3

条第1項第1号の規定による調査審議の結果、別紙のとおり答申します

公文書非公開決定処分に係る答申について

答申第3

平成26年3月1

北広島市情報公開・個人情報保護審査

長尾崎英会

1 対象公文書

平成25年度のエルフィンハークの清掃業務委託、

及び積算内訳

2 処分内容

平成25年11月19日付け公文書非公開決定

号

9日

3 不服申立年月日

平成25年11月22日

記

4 不服申立書受理年月日

平成25年11月22日

精
公開個
報保護審
査舎長之f

備業務委託の予定価格

Ξ



諮問第3号

第1 審査会の結論

実施機関である北広島市長が平成25年11月19日付け北広士木第258

門衣,aC夛乎行った処分は妥当である
J 、.f'ミ1!

熊剤左異議申立ての経緯
!

申

第3 異議申立ての趣旨

異議申立ては、「請求に係る公文書の非公開とした処分を取り消し、対象文書

の公開を求める」というものである。

P

第5 実施機関の説明要旨

この度の異議申立てに係る委託業務は、反復して継続される施設の清掃業務

第4 異議申立人の主張要旨

当該委託業務契約は3年間の長期継続契約であり、契約期間中に業務に要す

る物品価格や、費用の大半を占める労務費も変わることから、平成25年度の

予定価格及び積算内訳を公開しても平成28年度の予定価格が類推されるとは

言えず、将来の同種の事務事業の円滑な執行に著しい支障が生ずると認められ

るような状態ではない。従って、本件公文書を非公開とすべき理由がない。

また、これら業務の契約金額は逓減していることから、予定価格自体が逓減

していることが疑われる。

異議申立人は、北広島市情報公開条例(以下「条伊山という)第9条に基づ

き、平成25年11月5日、平成25年度のエルフィンパークの清掃業務委託

及び備業務委託に係る予定価格及び積算内訳(以下「本件公文書」という)

を実施機関に公開請求した。

実施機関は、本件公文書は条例第6条第1項第5号に該当するものとして非

公開と判断し、平成25年11月19日付け北広士木第258号公文書非公開

決定通知により、異議申立人に通知した。

異議申立人は、行政不服審査法第6条第1号の規定に基づき、平成25年1

1月22日、実施機関に対して本件公文書の非公開処分を不服とする異議申立

てを行った。

実施機関は、条例第17条の規定に基づき、平成26年1月23日付け北広

土木第321号公文書公開審査諮問書により、北広島市情報公開・個人情報保

護審査会に諮問し六

答



及び施設の備業務であり、施設の規模や業務の内容等、仕様に大きな変更が

ないことから、予定価格が公開されると次回以降の予定価格が容易に類推され

る

予定価格が類推された場合、その価格が目安となって入札における競争が制

限され、契約金額が高止まりになること、業者の見積もり努力を損なわせるこ

となどの支障が生ずるおそれがある

以上のことから、予定価格の公開により事務事業の公正な運営に著しい支障

が生じるとともに、当該事業の目的が失われることになるため、本件公文書は

条例第6条第1項第5号に該当する情報として公開しないものである

第6 審査会の判断理由

1 基本的考え方

市が保有する情報は公開することを原則としており、例外として非公開とす

る情報は条例第6条第1項各号に掲げる項目に限定されている。このため、本

審査会においては、本件公文書がこれらの項目に該当するかを判断する。

一方、本件は委託業務契約の予定価格等の非公開決定に対する異議申立てで

あるが、同様の異議申立てに対して平成18年8月29日に北広島市情報公開

審査会が、また平成22年7月14日に本審査会がそれぞれ答申を行っている

ため、これら先例答申の内容を基に判断を行う必、要がある。

従って、本審査会は異議申立人の主張及び実施機関の説明に基づき、先例答

申からの状況変化の有無について検討、審査した

2 具体的な判断及び理由

(D本件公文書の内容及び性格について

本件公文書は、実施機関が清掃業務委託等を発注する際の予定価格が記載さ

れた書面である

予定価格は契約金額の上限額を定めたものであり、これを基準とした競争の

実施により公正性を確保しようとするものである

(2)長期継続契約における本件公文書公開の影響について

異議申立人は、長期継続契約においては公開された予定価格から将来の契約

の予定価格は類推できないため、将来の伺種の事務事業の円滑な執行に支障は

生じず、非公開とすべき理由がない旨、主張する。

この論点については先例答申の中で、たとえ長期継続契約であっても、継続

又は反復して行われる業務であって、その業務内容に大きな変化がないもので

あれぱ、条例第6条第1項第5号に該当するものと判断している。先例答申か

ら現在までの状況の変化や時代的背景、本件について考慮すべき固有の事情の

有無などについて慎重に審議を行ったが、判断を見直すべき理由は見当たらな



(3)その他の主張について

異議申立人は、契約金額が逓減していることから、予定価格も逓減している

疑いがあると主張するが、これについては先例答申にも示しているとおり、契

約金額の推移をもって予定価格の推移を類推することはできない

また、異議申立人は受注業者が雇用する労働者の労働条件改善のために予定

価格及び積算価格の公開が必要であるとも主張するが、本公開請求が申立人の

主張に追随するものとは認められ難い



北広島市教育委員会

教育長吉田孝

平成26年1月23日付け北広文化第63号にて諮問のあった下記の公文書

非公開決定処分について、北広島市情報公開・個人情報保護審査会条例第3条

第1項第1号の規定による調査審議の結果、別紙のとおり答申します

様

公文書非公開決定処分に係る答申について

答申第4

平成26年3月1

北広島市情報公開・個人情報保護審査会

1 対象公文書

平成25年度の文化施設の清掃業務委託、施設設備管理業務委託の予定価格

及び積算内訳

会長尾崎英

2 処分内容

平成25年11月19日付け公文書非公開決定

号

9日

3 不服申立年月日

平成2 5年11月22日

4 不服申立書受理年月日

平成25年11月22日

応島市
公開個人
叛偏審
奄会畏之印

志



諮問第4号

第1 審査会の結論

実施機関である北広島市教育委員会教育長が平成25年11月19日付け北

広文化第54号で行った処分は妥当である

序.、"δUt.
1.k.ト鯵ハ畦."_、、
嘉';ー;卸第子異議立ての経1
→戸'

(以下「条例」という)第9条に基づ

き、平成25年11月5日、平成25年度の文化施設の清掃業務委託及び施設

設備管理業務委託に係る予定価格及び積算内訳(以下「本件公文書」という)

を実施機関に公開請求した。

実施機関は、本件公文書は条例第6条第1項第5号に該当するものとして非

公開と判断し、平成25年11月19日付け北広文化第54号公文書非公開決

定通知により、異議申立人に通知した

異議申立人は、行政不服審査法第6条第1号の規定に基づき、平成25年1

1月22日、実施機関に対して本件公文書の非公開処分を不服とする異議申立

てを行った。

実施機関は、条例第17条の規定に基づき、平成26年1月23日付け北広

文化第63号公文書公開審査諮問書により、北広島市情報公開・個人情報保護

審査会に諮問し六

申

第3 異議申立ての趣旨

異議申立ては、「請求に係る公文書の非公開とした処分を取り消し、対象文書

の公開を求める」というものである

第4 異議申立人の主張要旨

当該委託業務契約は3年間の長期継続契約であり、契約期間中に業務に要す

る物品価格や、費用の大半を占める労務費も変わることから、平成25年度の

予定価格及び積算内訳を公開しても平成28年度の予定価格が類推されるとは

言えず、将来の同種の事務事業の円滑な執行に著しい支障が生ずると認められ

るような状態ではない従って、本件公文書を非公開とすべき理由がない。

また、これら業務の契約金額は逓減していることから、予定価格自体が逓減

していることが疑われる

第5 実施機関の説明要旨

この度の異議申立てに係る委託業務は、反復して継続される施設の清掃業務

答



及び施設設備の管理業務であり、施設の規模や業務の内容等、仕様に大きな変

更がないことから、予定価格が公開されると次回以降の予定価格が容易に類推

される。

予定価格が類推された場合、その価格が目安となって入札における競争が制

限され、契約金額が高止まりになること、業者の見積もり努力を損なわせるこ

となどの支障が生ずるおそれがある

以上のことから、予定価格の公開により事務事業の公正な運営に著しい支障

が生じるとともに、当該事業の目的が失われることになるため、本件公文書は

条例第6条第1項第5号に該当する情報として公開しないものである

第6 審査会の判断理由

1 基本的考え方

市が保有する情報は公開することを原則としており、例外として非公開とす

る情報は条例第6条第1項各号に掲げる項目に限定されている。このため、本

審査会においては、本件公文書がこれらの項目に該当するかを判断する

一方、本件は委託業務契約の予定価格等の非公開決定に対する異議申立てで

あるが、同様の異議申立てに対して平成18年8月29日に北広島市情報公開

審査会が、また平成22年7月14日に本審査会がそれぞれ答申を行っている

ため、これら先例答申の内容を基に判断を行う必、要がある。

従って、本審査会は異議申立人の主張及び実施機関の説明に基づき、先例答

申からの状況変化の有無について検討、審査した

2 具体的な判断及び理由

(1)本件公文書の内容及び性格について

本件公文書は、実施機関が清掃業務委託等を発注する際の予定価格が記載さ

れた書面である

予定価格は契約金額の上限額を定めたものであり、これを基準とした競争の

実施により公正性を確保しようとするものである

(2)長期継続契約における本件公文書公開の影響について

異議申立人は、長期継続契約においては公開された予定価格から将来の契約

の予定価格は類推できないため、将来の同種の事務事業の円滑な執行に支障は

生じず、非公開とすべき理由がない旨、主張する。

この論点については先例答申の中で、たとえ長期継続契約であっても、継続

又は反復して行われる業務であって、その業務内容に大きな変化がないもので

あれば、条例第6条第1項第5号に該当するものと判断している先例答申か

ら現在までの状況の変化や時代的背景、本件について考慮すべき固有の事情の

有無などについて慎重に審議を行ったが、判断を見直すべき理由は見当たらな



(3)その他の主張について

異議申立人は、契約金額が逓減していることから、予定価格も逓減している

疑いがあると主張するが、これについては先例答申にも示しているとおり、契

約金額の推移をもって予定価格の推移を類推することはできない

また、異議申立人は受注業者が雇用する労働者の労働条件改善のために予定

価格及び積算価格の公開が必要であるとも主張するが、本公開請求が申立人の

主張に追随するものとは認められ難い


